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平成１８年度農薬飛散リスク評価手法確立調査業務 

モニタリング調査計画書（その１：調査地点が特定されている場合の計画） 

 

１．目的 

街路樹や公園の花木類等管理のために市街地において散布される農薬の飛散リスクを評

価・管理する手法を確立するに当たって、公園等を利用する一般市民及び公園等周辺住民

の健康を保護する観点から、公園内及び周辺における農薬の気中濃度及び飛散等による曝

露実態を把握する。 

２．調査内容 

（１）調査実施期間 

    平成１８年９月中旬～１０月中旬（散布実施予定：９月中旬） 

（２）調査農薬 

   フェニトロチオン（蒸気圧：1.57×10-3Pa（25℃）、溶解性：水19mg/㍑（20℃）） 

   及びそのオキソン体 

（３）調査地点 

   調査地点は図１に示すとおり、花木類への散布が行われる公園内に２ヶ所（調査地点A、 

Ｂ）とする。1ヶ所においては、樹冠高での調査も行う。 

公園外においては周辺に位置する公園等に調査地点を２ヶ所程度設定する。公園外の調 

査地点は、管轄する自治体等の協力を得て、可能な範囲で行うこととする。 

（４）気象観測 

     調査実施日の気象観測は、公園内の調査地点Ａ（又は調査地点Ｂ）及び公園外の各調査地 

点において行う。それぞれの調査地点で気中濃度調査開始から 15 分おきに風向・風速（1 

分間測定の平均）及び温度・湿度等を測定する。 

   なお、調査期間中の降雨量、日照時間および本調査地域の温度、風向については、本調査 

地周辺の地域観測システム（アメダス）の観測値も参考とする。 

（５）気中濃度調査 

  ①調査期間と調査頻度等 

       大気の採取は表1に示したとおり、公園の花木類への散布日の前日より散布３０日後ま

で、散布中の公園内も含めて、散布７日後までは毎日及びその後は、所定の時間に行う。 

  ②捕集時間と捕集量 

大気の捕集は、公園内及び公園外の各調査地点でミニポンプを使用し、毎分２㍑の吸

引速度とし、30 分間で 60 ㍑程度に設定して行う。 
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散布中の調査は公園の花木類への散布が開始された時からとし、散布直後の調査は公

園の花木類への散布が全て終了した時からとする。 

③捕集装置（写真） 

      ミニポンプ 

ＭＰ－500Σ（柴田科学） 

乾式ガスメータ：ＤＣ－1Ｃ（シナガワ） 

  ④捕集カラム 

     ア）捕集剤 

     シリカゲル：ワコーゲルＣ－１００ 

   イ）カラム 

         内径 10mm、全長 190mm（捕集剤充填部 140mm）ガラス管にシリカゲル 1.5ｇ充填した 

ものを使用する。 

  ⑤捕集方法 

捕集カラムの下部にシリコンゴム管を差し込み、これらを支柱に保持する。      

この際、吸引口は地上 1.5ｍとの高さとし、下向きに設置する。なお、ポンプは、乾式

ガスメーターにチューブで接続し、吸引量を測定する。 

          上記装置により採取された捕集カラムは、両端を密栓し冷却されたクーラーボックス 

に保管し分析場所へ送付し、ガスクロマトグラフにより調査農薬を分析する。 

  ⑥分析機器 

    ＧＣ－ＮＰＤ 

⑦検出限界 

    フェニトロチオン    ： 0.04μｇ/㎥ 

     （捕集量：60Ｌ、最終液量：1ｍＬ、注入量：2μＬ、最小検出量：0.005ｎｇ） 

    フェニトロチオンオキソン体： 0.2μｇ/㎥ 

     （捕集量：60Ｌ、最終液量：1ｍＬ、注入量：2μＬ、最小検出量：0.02ｎｇ） 

 （６）飛散調査 

  ①調査期間と調査頻度等 

    飛散調査は表1に示したとおり、散布当日において行う。 

    調査地点は図１に示した公園内の調査地点Ａ、Ｂ及び公園外の各調査地点で行い、散

布当日の散布直後、３時間後及び６時間後の気中濃度調査時間に合わせて調査を行う。 

  ②定量調査 

各調査地点に直径９cm のろ紙を２枚を取り付けた捕集トラップを設置する。トラップ
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の高さは、気中濃度調査における捕集カラムの高さと同様に、地上より 1.5ｍに支柱等

を利用して設置する。 

        ろ紙は、各調査時間に３０分間設置し回収する。２枚のろ紙の表側が重なるように折

りチャック付きのポリ袋に入れる。ポリ袋は冷却されたクーラーボックスに保管し分析

場所へ送付し、ガスクロマトグラフにより調査農薬を分析する。 

    なお、同一調査地点における、ろ紙２枚を合わせて１試料とし分析試料とする。 

  ③分析機器 

    ＧＣ－ＮＰＤ 

  ④検出限界 

    フェニトロチオン     ： 2μｇ/㎡ 

     （ろ紙面積：0.0127 ㎡、最終液量：1ｍＬ、注入量：2μＬ、最小検出量：0.05ｎｇ） 

    フェニトロチオンオキソン体： 8μｇ/㎡ 

     （ろ紙面積：0.0127 ㎡、最終液量：1ｍＬ、注入量：2μＬ、最小検出量：0.2ｎｇ） 

（７）花木類等の付着量調査 

    周辺住民が公園内で散布された農薬への曝露は、花木類及び花木類下部土壌への直接

接触などと考えられる。このことから、花木類等の付着量調査を実施する。 

  ①調査期間と調査頻度等 

    調査は表1に示したとおり、散布当日から散布７日後において、所定の時間に行う。 

  ②試料採取 

    散布された花木類より葉を、その下部より土壌を図１に示したように２ヶ所から採取

し分析試料とする。葉は１ヶ所につき 200ｇ～300ｇを採取し、土壌は表層から深さ５㎝

で５点混和法により１点 200ｇ～250ｇを採取し、１ヶ所につき合計 1ｋｇとする。採取

された葉及び土壌はポリ袋及び容器に入れ、冷却されたクーラーボックスに保管し分析

場所へ送付し、ガスクロマトグラフにより調査農薬を分析する。 

  ③分析機器 

    ＧＣ－ＮＰＤ 

  ④検出限界 

    フェニトロチオン     ：  2μｇ/ｋｇ 

（重量：25ｇ、最終液量：2ｍＬ、注入量：2μＬ、最小検出量：0.05ｎｇ） 
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◎：調査地点
周辺公園 ■：気象観測地点

Ｃ
◎ ：散布対象の花木類等
■

◎ Ｂ

ｂ

散布対象公園

◎ ■ ａ
Ａ

周辺公園
Ｄ
◎ ■

図１　　調査地点設定の模式図

樹冠高
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表１　　調査期間と調査頻度等

１．気中濃度調査

Ａ Ｂ 樹冠高 Ｃ Ｄ
散布前日 ① ① ① ① ① 5
散布当日 散布中 6：00～6：30 ② ② ② ② ② 5

散布直後 7：00～7：30 ③ ③ ③ ③ ③ 5
３時間後 10：00～10：30 ④ ④ ④ ④ ④ 5
６時間後 13：00～13：30 ⑤ ⑤ ⑤ ⑤ ⑤ 5

散布１日後 13：00～13：30 ⑥ ⑥ ⑥ ⑥ ⑥ 5
散布２日後 13：00～13：30 ⑦ ⑦ ⑦ ⑦ 4
散布３日後 13：00～13：30 ⑧ ⑧ ⑧ ⑧ 4
散布４日後 13：00～13：30 ⑨ ⑨ ⑨ ⑨ 4
散布５日後 13：00～13：30 ⑩ ⑩ ⑩ ⑩ 4
散布６日後 13：00～13：30 ⑪ ⑪ ⑪ ⑪ 4
散布７日後 13：00～13：30 ⑫ ⑫ ⑫ ⑫ 4
散布１０日後 13：00～13：30 ⑬ ⑬ ⑬ ⑬ 4
散布１４日後 13：00～13：30 ⑭ ⑭ ⑭ ⑭ 4
散布２１日後 13：00～13：30 ⑮ ⑮ ⑮ ⑮ 4
散布３０日後 13：00～13：30 ⑯ ⑯ ⑯ ⑯ 4

70
点数 16 16 6 16 16 70

２．飛散量調査

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
散布前日 ① ① ① ① 4
散布当日 散布直後 6：30～7：00 ② ② ② ② 4

３時間後 10：00～10：30 ③ ③ ③ ③ 4
６時間後 13：00～13：30 ④ ④ ④ ④ 4

16
点数 4 4 4 4 16

３．花木類等への付着濃度

ａ ｂ ａ ｂ
散布前日 ① ① ① ① 4
散布当日 散布直後 7：00～7：30 ② ② ② ② 4

６時間後 13：00～13：30 ③ ③ ③ ③ 4
散布１日後 13：00～13：30 ④ ④ ④ ④ 4
散布２日後 13：00～13：30 ⑤ ⑤ ⑤ ⑤ 4
散布３日後 13：00～13：30 ⑥ ⑥ ⑥ ⑥ 4
散布４日後 13：00～13：30 ⑦ ⑦ ⑦ ⑦ 4
散布５日後 13：00～13：30 ⑧ ⑧ ⑧ ⑧ 4
散布６日後 13：00～13：30 ⑨ ⑨ ⑨ ⑨ 4
散布７日後 13：00～13：30 ⑩ ⑩ ⑩ ⑩ 4

40
点数 10 10 10 10 40

注）　①表中の「散布中」及び「散布直後」の調査時間は、散布が６時より行われ７時に終了すると想定した

測定点数
調査時期 調査時間

葉面 下部土壌中
花木類等への付着濃度

散布対象公園

測定点数

測定点数

周辺公園

周辺公園

散布対象公園
調査時期

調査時期

調査時間

調査時間
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写真　　ミニポンプ
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平成１８年度農薬飛散リスク評価手法確立調査業務 

モニタリング調査計画書（その２：調査地点が特定されていないモデル計画） 

 

１．目的 

街路樹や公園の花木類等管理のために市街地において散布される農薬の飛散リスクを評

価・管理する手法を確立するに当たって、公園等を利用する一般市民及び公園等周辺住民

の健康を保護する観点から、公園内及び周辺における農薬の気中濃度及び飛散等による曝

露実態を把握する。 

２．調査内容 

（１）調査実施期間 

    未定（３０日間） 

（２）調査農薬 

   使用された農薬 

（３）調査地点 

   調査地点は図１に示すとおり、花木類への散布が行われる公園内に２ヶ所（調査地点A、 

Ｂ）とする。1ヶ所においては、地上より5ｍ及び10ｍの高さでの調査も行う。 

公園外においては東西南北の４方向にラインを設け、北側（ライン①）、東側（ライン 

②）、南側（ライン③）及び西側（ライン④）の散布区域境界より100ｍ離れた地点及び風

下側に50ｍに離れた地点を調査地点とする。公園外の調査地点は、管轄する自治体等の協

力を得て、可能な範囲で行うこととする。 

（４）気象観測 

     調査実施日の気象観測は、公園内の調査地点Ａ（又は調査地点Ｂ）及び公園外の各調査ラ 

インの 50ｍ地点において行う。それぞれの調査地点で、気中濃度調査開始から 15 分おきに 

風向・風速（1 分間測定の平均）及び温度・湿度等を測定する。 

   なお、調査期間中の降雨量、日照時間および本調査地域の温度、風向については、本調査 

地周辺の地域観測システム（アメダス）の観測値も参考とする。 

（５）気中濃度調査 

  ①調査期間と調査頻度等 

       大気の採取は表1に示したとおり、公園の花木類への散布日の前日より散布３０日後ま

で、散布中の公園内も含めて、散布７日後までは毎日及びその後は、所定の時間に行う。 

  ②捕集時間と捕集量 

   大気の捕集時間は、自動大気捕集装置及びミニポンプを用い散布中の調査において 30
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分間とし、その他はすべて 1 時間とする。 

散布中の調査は公園の花木類への散布が開始された時からとし、散布直後の調査は公

園の花木類への散布が全て終了した時からとする。 

大気の捕集は、公園内の各調査地点では自動大気捕集装置を、公園外の各調査地点で

はミニポンプを使用し、それぞれ毎分２㍑の吸引速度とし、30 分間で 60 ㍑、1 時間で

120 ㍑程度に設定して行う。 

③捕集装置（写真１、２） 

      ア）自動大気捕集装置 

ＡＳ－5000型（メテク） 

        イ）ミニポンプ 

ＭＰ－500Σ（柴田科学） 

乾式ガスメータ：ＤＣ－1Ｃ（シナガワ） 

  ④捕集カラム 

      ア）捕集剤 

       シリカゲル：ワコーゲルＣ－１００ 

    イ）カラム 

 ・自動大気捕集装置：内径 10mm、全長 190mm ガラス管にシリカゲル 2ｇ充填したも

のを使用する。 

         ・ミニポンプ：内径 10mm、全長 190mm（捕集剤充填部 140mm）ガラス管にシリカゲ

ル 1.5ｇ充填したものを使用する。 

  ⑤捕集方法 

      ア）自動大気捕集装置 

       各調査地点に捕集カラムをセットした自動大気捕集装置帯儀を配置し、所定時

間大気を吸引採取する。なお、各装置ともセットすることにより吸引口の高さは

地上1.5ｍとなる。 

        イ）ミニポンプ 

       捕集カラムの下部にシリコンゴム管を差し込み、これらを支柱に保持する。      

この際、吸引口は地上 1.5ｍとの高さとし、下向きに設置する。なお、ポン      

プは、乾式ガスメーターにチューブで接続し、吸引量を測定する。 

           上記装置により採取された捕集カラムは、両端を密栓し冷却されたクーラーボック

スに保管し分析場所へ送付し、ガスクロマトグラフにより調査農薬を分析する。 
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（６）飛散調査 

  ①調査期間と調査頻度等 

    飛散調査は表1に示したとおり、散布当日において行う。 

    調査地点は図１に示した公園内の調査地点Ａ、Ｂ及び公園外の各調査ラインの100ｍ及

び風下50ｍの地点で行い、散布当日の散布直後、散布１時間後、３時間後、６時間後、

９時間後、12時間後及び15時間後の気中濃度調査時間に合わせて調査を行う。 

  ②定量調査 

各調査地点に直径９cm のろ紙を２枚を取り付けた捕集トラップを設置する。トラップ

の高さは、気中濃度調査における捕集カラムの高さと同様に、地上より 1.5ｍに支柱等

を利用して設置する。 

        ろ紙は、各調査時間に３０分間設置し回収する。２枚のろ紙の表側が重なるように折

りチャック付きのポリ袋に入れる。ポリ袋は冷却されたクーラーボックスに保管し分析

場所へ送付し、ガスクロマトグラフにより調査農薬を分析する。 

    なお、同一調査地点における、ろ紙２枚を合わせて１試料とし分析試料とする。 

 

（７）花木類等の付着量調査 

    周辺住民が公園内で散布された農薬への曝露は、花木類及び花木類下部土壌への直接

接触などと考えられる。このことから、花木類等の付着量調査を実施する。 

  ①調査期間と調査頻度等 

    調査は表1に示したとおり、散布当日から散布７日後において、所定の時間に行う。 

  ②試料採取 

    散布された花木類より葉を、その下部より土壌を図１に示したように２ヶ所から採取

し分析試料とする。葉は１ヶ所につき 200ｇ～300ｇを採取し、土壌は表層から深さ５㎝

で５点混和法により１点 200ｇ～250ｇを採取し、１ヶ所につき合計 1ｋｇとする。採取

された葉及び土壌はポリ袋及び容器に入れ、冷却されたクーラーボックスに保管し分析

場所へ送付し、ガスクロマトグラフにより調査農薬を分析する。 
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北 ◎：調査地点
① ◎ 100m ●：風下50m地点

■：気象観測地点
■ 50m

：散布対象の花木類等

風
◎ Ｂ

100m
◎ 50m ｂ

西 ④ ■
公園内

⑤
● ② 東
■ ◎

◎ ■ ａ 50m 100m
Ａ

■ 50m

③ ◎ 100m
南

図１　　調査地点設定の模式図

高さ10ｍ

高さ5ｍ
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表１　　調査期間と調査頻度等

１．気中濃度調査

北側① 東側② 南側③ 西側④ 風下⑤

Ａ Ｂ
高さ
5m

高さ
10m

100ｍ 100ｍ 100ｍ 100ｍ 50ｍ

散布前日 ① ① ① ① ① ① ① 7
散布当日 散布中1 6：00～6：30 ② ② ② ② ② ① ② ① ② 9

散布中2 6：30～7：00 ③ ③ ③ ③ ③ ② ③ ② ③ 9
散布直後 7：00～7：30 ④ ④ ④ ④ ④ ③ ④ ③ ④ 9
１時間後 8：00～9：00 ⑤ ⑤ ⑤ ⑤ ⑤ ④ ⑤ ④ ⑤ 9
３時間後 10：00～11：00 ⑥ ⑥ ⑥ ⑥ ⑥ ⑤ ⑥ ⑤ ⑥ 9
６時間後 13：00～14：00 ⑦ ⑦ ⑦ ⑦ ⑦ ⑥ ⑦ ⑥ ⑦ 9
９時間後 16：00～17：00 ⑧ ⑧ ⑧ ⑧ ⑧ ⑦ ⑧ ⑦ ⑧ 9

１２時間後 19：00～20：00 ⑨ ⑨ ⑨ ⑨ ⑨ ⑧ ⑨ ⑧ ⑨ 9
１５時間後 22：00～23：00 ⑩ ⑩ ⑩ ⑩ ⑩ ⑨ ⑩ ⑨ ⑩ 9

散布１日後 4：00～5：00 ⑪ ⑪ ⑪ ⑩ ⑪ ⑩ ⑪ 7
13：00～14：00 ⑫ ⑫ ⑪ ⑪ ⑫ ⑪ ⑫ ⑪ ⑫ 9

散布２日後 13：00～14：00 ⑬ ⑬ ⑬ ⑫ ⑬ ⑫ ⑬ 7
散布３日後 13：00～14：00 ⑭ ⑭ ⑭ ⑬ ⑭ ⑬ ⑭ 7
散布４日後 13：00～14：00 ⑮ ⑮ ⑮ ⑭ ⑮ ⑭ ⑮ 7
散布５日後 13：00～14：00 ⑯ ⑯ ⑯ ⑮ ⑯ ⑮ ⑯ 7
散布６日後 13：00～14：00 ⑰ ⑰ ⑰ ⑯ ⑰ ⑯ ⑰ 7
散布７日後 13：00～14：00 ⑱ ⑱ ⑱ ⑰ ⑱ ⑰ ⑱ 7
散布１０日後 13：00～14：00 ⑲ ⑲ ⑲ ⑱ ⑲ ⑱ ⑲ 7
散布１４日後 13：00～14：00 ⑳ ⑳ ⑳ ⑲ ⑳ ⑲ ⑳ 7
散布２１日後 13：00～14：00 21 21 21 ⑳ 21 ⑳ 21 7
散布３０日後 13：00～14：00 22 22 22 21 22 21 22 7

174
点数 22 22 11 11 22 21 22 21 22 174

２．飛散量調査

北側①東側② 南側③ 西側④ 風下⑤
Ａ Ｂ 100ｍ 100ｍ 100ｍ 100ｍ 50ｍ

散布前日 ① ① ① ① ① ① ① 7
散布当日 散布直後 7：00～7：30 ② ② ② ② ② ② ② 7

１時間後 8：00～9：00 ③ ③ ③ ③ ③ ③ ③ 7
３時間後 10：00～11：00 ④ ④ ④ ④ ④ ④ ④ 7
６時間後 12：00～13：00 ⑤ ⑤ ⑤ ⑤ ⑤ ⑤ ⑤ 7
９時間後 16：00～17：00 ⑥ ⑥ ⑥ ⑥ ⑥ ⑥ ⑥ 7

１２時間後 19：00～20：00 ⑦ ⑦ ⑦ ⑦ ⑦ ⑦ ⑦ 7
１５時間後 22：00～23：00 ⑧ ⑧ ⑧ ⑧ ⑧ ⑧ ⑧ 7

56
点数 8 8 8 8 8 8 8 56

３．花木類等への付着濃度

ａ ｂ ａ ｂ
散布前日 ① ① ① ① 4
散布当日 散布直後 7：00～7：30 ② ② ② ② 4

６時間後 13：00～14：00 ③ ③ ③ ③ 4
散布１日後 13：00～14：00 ④ ④ ④ ④ 4
散布２日後 13：00～14：00 ⑤ ⑤ ⑤ ⑤ 4
散布３日後 13：00～14：00 ⑥ ⑥ ⑥ ⑥ 4
散布４日後 13：00～14：00 ⑦ ⑦ ⑦ ⑦ 4
散布５日後 13：00～14：00 ⑧ ⑧ ⑧ ⑧ 4
散布６日後 13：00～14：00 ⑨ ⑨ ⑨ ⑨ 4
散布７日後 13：00～14：00 ⑩ ⑩ ⑩ ⑩ 4

40
点数 10 10 10 10 40

注）　①表中の「散布中」及び「散布直後」の調査時間は、散布が６時より行われ７時に終了すると想定した
 　　　②散布1日後の「4：00～5：00」は、日の出前の時間帯を想定した

調査時期

調査時期

調査時間

調査時間
散布区域内

測定
点数

測定点
数

散布区域内

測定点
数調査時期 調査時間

葉面 下部土壌中
花木類等への付着濃度
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